
友
人
か
ら
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
花
束
を
も
ら

っ
た
。プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
長
期

間
飾
れ
る
よ
う
加
工
し
た
、
植
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
あ
り
が
た
い

花
束
だ
。数
種
類
あ
る
中
か
ら
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
に
し
た
理
由
は
、
花

言
葉
だ
と
言
う
▼
花
言
葉
の
起

源
は
諸
説
あ
る
が
、
17
世
紀
の
オ

ス
マ
ン
帝
国
で
は
花
や
果
物
一

つ
ひ
と
つ
に
意
味
を
付
け
、
文
書

の
代
わ
り
に
送
り
合
う
文
化
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
赤

い
バ
ラ
は
「
あ
な
た
を
愛
し
て
い

ま
す
」、
桜
は「
誠
真
の
美
」、
ピ
ン

ク
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
「
幸
福
」

と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
が
、
道
端

に
生
い
茂
る
野
花
に
も
花
言
葉

が
あ
る
と
知
っ
た
。タ
ン
ポ
ポ
に

は
「
愛
の
神
託
」、
ヨ
モ
ギ
は
「
平

和
」、
ド
ク
ダ
ミ
に
は
「
自
己
犠

牲
」と
い
う
意
味
で
、
中
に
は「
裏

切
り
」「
偽
り
」「
嘘
つ
き
」な
ど
の

言
葉
を
持
つ
植
物
も
あ
る
よ
う

だ
▼「
花
は
愛
惜
に
散
り
、
草
は

棄
嫌
に
生
う
の
み
な
り
」
と
い
う

仏
教
の
言
葉
が
あ
る
。花
は
愛
さ

れ
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
散
っ
て

し
ま
い
、
草（
雑
草
）は
嫌
わ
れ
て

も
生
え
て
い
る
と
い
う
意
で
あ

る
が
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ

る
。花
も
草
も
こ
の
世
に
生
き
て

い
る
限
り
寿
命
が
尽
き
れ
ば
枯

れ
る
。そ
れ
に
人
が
勝
手
に
良
し

悪
し
を
判
断
し
て
い
る
だ
け
に

過
ぎ
ず
、
そ
う
い
う
色
眼
鏡
を
外

し
、
あ
る
が
ま
ま
を
捉
え
る
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
る
▼
ど
ん
な

言
葉
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
植
物

も
仏
性
を
持
ち
、
尊
い
命
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ご く み
極 微

　
大
興
善
寺
は
、
奈
良
時
代
の
養

老
元
年
（
7
1
7
）
に
行
基
菩
薩

が
御
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
を

彫
刻
、
安
置
し
た
の
を
寺
の
始
ま

り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
十

一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
は
、
高
さ

1
7
7
㎝
を
誇
り
12
年
に
一
度
、

午
年
に
御
開
帳
さ
れ
る
。「
小
松

の
観
音
様
」
と
崇
め
ら
れ
、
広
い

信
仰
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
大
正

9
年
に
96
世
住
職
に
就
任
し
た
神

原
玄
祐
大
僧
正
が
裏
山
に
つ
つ
じ

の
花
を
植
栽
し
、
今
で
は
約
5
万

本
が
咲
き
誇
る
契
園
が
あ
り
、
全

国
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
「
つ
つ
じ

寺
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
同
寺
へ
の
天
台
座
主
猊
下
の
御

親
修
は
、
昭
和
53
年
（
1
9
7
8
）

に
教
区
主
催
の
伝
教
大
師
ご
出
家

得
度
一
千
二
百
年
慶
讃
法
要
で
山

田
惠
諦
座
主
猊
下
が
大
導
師
を
務

め
ら
れ
て
以
来
約
50
年
ぶ
り
と

な
っ
た
。
こ
の
勝
縁
に
、
本
堂
屋

根
葺
き
替
え
を
実
施
し
、
後
世
に

繋
げ
る
事
業
を
完
遂
し
た
。

　
法
要
は
、
藤
光
賢
座
主
猊
下
を

大
導
師
に
肥
前
東
部
住
職
の
出
仕

で
法
華
三
昧
を
奉
修
し
千
三
百
十

年
の
節
目
と
御
開
帳
期
間
の
安
寧

が
祈
願
さ
れ
た
。

　
天
台
宗
の
細
野
舜
海
宗
務
総

長
、延
暦
寺
の
即
眞
永
周
副
執
行
、

阿
部
昌
宏
前
宗
務
総
長
ら
多
く
の

来
賓
も
随
喜
し
た
。

　
法
要
後
、
藤
座
主
猊
下
は
お
言

葉
で
「
大
興
善
寺
の
法
灯
を
檀
信

徒
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
の
信
仰

に
よ
っ
て
、
よ
り
輝
か
せ
て
欲
し

い
」
と
願
わ
れ
た
。
続
い
て
細
野

宗
務
総
長
は
「
御
本
尊
の
慈
悲
が

人
び
と
の
荒
ん
だ
心
を
癒
し
、
共

生
社
会
を
築
く
た
め
の
導
力
と
な

る
で
し
ょ
う
」
と
語
り
、
即
眞
副

執
行
は
「
御
本
尊
の
功
徳
が
弘
め

ら
れ
、
更
な
る
寺
門
興
隆
を
願
っ

て
い
る
」
と
期
待
を
述
べ
た
。
ま

た
嘉
瀬
慶
文
宗
務
所
長
、
松
田
一

也
町
長
か
ら
も
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
神
原
玄
應
名
誉
住
職
は
、
同
寺

の
由
縁
を
改
め
て
回
顧
し
「
昭
和

53
年
に
特
別
寺
と
な
っ
て
以
来
、

宗
務
総
長
が
来
山
さ
れ
た
の
は
初

め
て
と
な
っ
た
。
多
く
の
皆
さ
ま

の
お
支
え
の
お
陰
で
今
日
が
あ

る
。
90
歳
を
超
え
た
が
、
寺
の
発

展
と
天
台
宗
の
法
灯
が
益
々
栄
え

る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
精
進
し
て
い

き
た
い
」と
決
意
を
披
露
さ
れ
た
。

　
最
後
に
玄
晃
住
職
か
ら
は
「
藤

座
主
猊
下
の
も
と
で
法
華
三
昧
、

観
音
経
を
お
唱
え
し
、
仏
さ
ま
と

出
仕
、
随
喜
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
方
の
お
力
で
の
法
要
を
有
り

難
く
感
じ
た
」と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
御
開
帳
期
間
は
、
5
月
7
日
ま

で
。
境
内
も
初
夏
の
新
緑
が
美
し

く
、
参
拝
者
の
心
を
和
ま
せ
て
い

る
。
静
寂
に
包
ま
れ
た
本
堂
で
、

時
代
を
超
え
て
人
々
を
見
守
り
続

け
て
き
た
御
本
尊
の
慈
悲
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
。

　
拝
観
に
関
す
る
詳
細
は
、
大
興

善
寺
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

　
九
州
西
教
区
大
興
善
寺
（
神
原
玄
晃
住
職
・
佐
賀
県
基
山
町
園
部
）
で
、

12
年
一
度
の
秘
仏
御
本
尊
の
木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
の
特
別
御
開

帳
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
開
創
千
三
百
十
年
、
さ
ら
に
4
月
25
日

に
50
年
ぶ
り
と
な
る
天
台
座
主
猊
下
の
「
御
親
修
」
に
よ
る
本
尊
御
開

帳
大
法
要
が
奉
修
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
法
雨
が
降
り
注
ぐ
中
、

歴
史
的
な
勝
縁
に
触
れ
よ
う
と
朝
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
静
か

に
合
掌
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

藤
光
賢
天
台
座
主
猊
下
御
親
修

12年一度の本尊御開帳大法要
九州西教区　大興善寺

し
ん
し
ゅ
う
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